









































































































































































の 6 分の 1 、約10億人の人々を規律する法である。
　イスラーム法の基本思想は、その宗教的性格からアッラー神を唯一の権威とす




























































































































































































































































































142　　早法 91 巻 4 号（2016）
足なものである。効果的な世界平和の実現には、世界規模の国際法の発展が必要
であり、そのためには、イスラームや東洋の人々や国々も、現代の国際法の発展
に寄与しうる、と述べる。
　翻って、近代国際法の模範生とも落し子とも言われる我が国のことを考えてみ
よう。
　開国後 1 世紀半、我が国はついに英米と干戈を交える所に行き着いた。結局敗
れた。その後70年、領土問題ひとつとってみても、我が国が安全保障の観点から
日夜自衛力を増強して万全を期しても、少しも心休まることのないのが現状であ
る。たとえば、現実の尖閣列島問題を想起すべきであろう。領土問題を持ち出せ
ば、国民は 1 日にして愛国心の塊になることは、歴史の必定である。
　イスラーム世界には、本来領土・領域の概念がないことを我々は、どう評価す
べきであろうか。鎖国していたからかもしれないが、明治以前には、我が国にも
領土・領域の観念は存在しなかったのである。沖縄・琉球の日中両属を想起すべ
きであろう。
　以上述べたとおり、21世紀の今日、我々は、多くの地球大の諸問題に直面して
おり、西洋近代文明をそのまま肯定できなくなっている。科学技術の発展は、社
会的な価値や倫理から切り離され、暴走しかねない状況を我々は目にしている。
近代産業文明の負の遺産の克服は今後の課題である。
　要するに、西欧法万能ではないのである。我が国は、西欧ではなくアジアの国
なので、西欧流の国際法の概念がイスラーム世界において機能しない場合がある
ことも、理解できるはずである。つまり、没後100年の夏目漱石がかつて『三四
郎』で述べたように「憑きもの」に囚われてはならないのである。
　最後に、我々が信じてやまない「民主主義」についてもふれておこう。
　イスラームは、国家権力の独裁化を防ぐ作用があると前述したが、人民主権の
民主政体の方こそ、真の民主主義を偽るもので、集団であれ個人であれ、国家の
存立を危うくする独裁的専制政治の門戸を開くものであると言われる。国民主権
に基づき自ら選出した代表が主権を行使し、この多数党が議院内閣制のもとで、
絶対的独裁への道を切り拓く場合があるのである。我々はこの可能性と懸念にど
う答えるのか。
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【付記】
　この研究ノートを認めるにあたり、何故現在も執筆を続けているのか、若手
に迷惑ではないか、などという話が伝わってくることもあるので、この際、こ
の点について一言ふれておきたい。
　結論的には、これは我が師の恩、すなわち恩師今は亡き入江啓四郎先生の教
えだということである。先生は、古稀を迎えられたあとも、矍鑠とされてい
て、私も何度も御一緒させていただいたが、毎週高尾山登山をされていた。ほ
かに、著書や論文も引き続き公けにされていて、当時成文堂社長でガダルカナ
ル戦の勇士・阿部義任氏と、「成文堂が潰れるのが先か、先生が倒れるのが先
か」の争いをされていた。
　思い出すに、先生の古稀の折、記念論文集を出版する話が出て、老人扱いす
るなと一喝、その話は沙汰止みになったと記憶している。私も僭越ながらこの
例に倣わせていただいた。
　役者は舞台で死ぬのが本望と聞く。学者も同じで、力の及ぶ限り研究を進め
るというのが、先生の遺訓である。最後に、先生からいただいた色紙の文言を
掲げて小文を擱筆する。
　「靡不有初　鮮克有終　詩大維蕩」
　なお、この研究ノートは、編集委員会の都合で、約１年公表が遅れたことを
記しておく。
